
～ごあいさつ～

　日頃より、普及指導センターの活動に御理解と御協力をいただ
き、心より感謝申し上げます。
　昨今の農業情勢をみますと、世界規模の情勢変化、新型コロナ
ウイルス、農産物の国内消費動向等が影響し、生産コストが上昇
する反面、農産物価格は低迷と、厳しい状況が続いております。
　このようななかでも、農業所得の確保並びに地域農業の維持発
展を目指していくことは重要であると考えております。
　そのため、普及指導センターとしまして、米の収量確保と食
味・品質の向上、園芸振興基本戦略に基づく園芸生産の拡大・安
定化、農地集積集約化・法人間連携等による効率的な生産体制の
構築等に、重点的に取り組んでまいりますので、引き続きよろし
くお願い申し上げます。

井浦　悟巻農業普及指導センター所長
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　西蒲区馬堀の高橋敏英
さんは、自宅に隣接する
転換畑約 20 アールでい
ちじくを栽培していま
す。その高度な栽培技術
は県内トップクラスで、
令和 3 年度には新潟県果
樹高品質生産拡大共進会
で、最優秀賞である農林
水産大臣賞を受賞してい
ます。
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～お世話になりました～
所　　長　　　　石山……
主任普及指導員　佐治……
技術専門員　　　小熊……

農業大学校へ
農産園芸課へ
退 職
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退 職
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　「なじら」は、主に新潟市西蒲区を拠点に活動する若手農業者クラブです。
　「楽しい」「おもしろい」「カッコイイ」農業を目指して、仲間づくりや自己研鑽、農業経営改善に
取り組んでいます。
　今年度は、会員それぞれが経営上の課題を自ら設定し、自己学習や４Hクラブ主催の研修会等を通じ
て、課題解決に向けた活動を実施します。
　「なじら」では、毎月定例会を開催しています。見学も可能ですので、興味のある方はお気軽に普及
指導センターまでご連絡ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：普及課　淺見

西蒲原4Hクラブ「なじら」会員募集中！

高品質・高生産・高収益のいちじく栽培技術を惜しみなく伝授
～新潟県「農の匠」として表彰されました！～

　高橋さんはＪＡ新潟かがやきいちじく部会の役員として、ブランドいちじく「越の雫」を栽培
するかたわら、ＪＡ主催の園芸参入塾「いちじく塾」塾長を務めています。いちじく栽培を希望す
る多くの塾生に対し、自身が体験実践し、地域に適応した栽培技術と資材の自己作成方法を惜し
みなく伝承しており、これまでに多くの卒塾生がいちじく栽培を開始しています。
　このたび、高橋さんの優れた栽培技術と担い手育成に対する功績に対し、新潟県「農の匠」と
して新潟県知事から表彰されました。
　高橋さんの今後益々の御活躍と、教え子である塾生の皆さんの実践、そしていちじく産地の発
展に向け、普及センターとして引き続き支援していきます。

【いちじく塾の様子（右端が高橋塾長）】 【表彰式の様子】

令和4年度新潟県花きコンテスト(チューリップ切り花の部)
【特別賞】
☆ （一財）日本花普及センター会長賞　加藤喜一郎（リンファンダーマーク）
☆ 全国農業協同組合連合会新潟県本部長賞　阿部清一（ファーストプライス）
☆ 新潟市中央卸売市場新花賞　佐々木八千代（マリアージュ）
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重点「担い手を中心とした安定的な地域農業構造の確立」
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令和５年度 普及指導センター の主な活動を紹介します令和５年度 普及指導センター の主な活動を紹介します

 品　目
大玉すいか
かんしょ
抑制メロン
えだまめ
たまねぎ
トマト
一般切り花
いちじく

 面積（ha） 販売額（億円）
販売額 2億円増加、ハウス団地の拡大
新品種の試作導入、貯蔵施設の導入
販売額増加、ハウス団地の拡大
高性能機械導入、大規模経営の育成
育苗体制強化、ほ場整備地区の生産拡大推進
ICT等新技術の導入、技術向上による単収安定化
販売額増加、新規栽培の確保・育成
産地規模・販売額増加、生産団地の拡大

産地の動向、取り組み

　他産業と同様に農業分野においても今後、担
い手の急激な減少、大幅な不足が予想されます。
その対応策として、農地の受け皿、地域農業の
活動主体となる経営体の体制整備等が必要とな
ります。
　今年度の支援対象である中之口地区では、地
区内 10 法人を将来の担い手経営体として「作業
受委託」、「機械・施設の貸借」、「耕作地の交換」
を法人間で進め、各法人の経営の効率化、体質
強化を図ります。　　　　　　　　　
　どの地域でも同じ課題を抱えているため、他
地域の参考事例となるよう、関係機関等で連携
しながら支援をしていきます。

重点「園芸の販売額１億円産地を育成するための取組及び実践」
　園芸振興として既存産地では、産地の体質強化により販売額１億円アップを目指していま
す。また、新規産地では、生産の拡大による販売額１億円の達成を目指しています。
　今年度も引き続き、砂丘地品目の「大玉すいか」「かんしょ」「抑制メロン」、水田を活用
した「えだまめ」「たまねぎ」「いちじく」、施設園芸品目の「トマト」「一般切り花」の合計
８産地を対象に、関係機関等と連携し、ハウス団地の拡大支援、品目別各種研修会による技
術向上・平準化、新規園芸導入者の確保等に取り組み、園芸産地の一層の発展・拡大を支援
していきます。
　また、「一般切り花」「いちじく」では園芸参入塾による、新規栽培者の技術習得を支援し
ていきます。

「新潟米基本戦略に基づく水田所得の最大化」
　今年度も引き続き、需要に応じた米づくり、需要
のある転作作物による水田フル活用を基本的な方針
として、農業所得の最大化への支援を行います。
　具体的には、水稲、大豆、小麦の目標収量確保及
び品質向上を目指し、関係機関等と連携して適正管
理の実践に必要な情報提供を行います。特に水稲で
は「異常気象に備えたコンパクトなイネづくり」の
実践、異常気象時の適正管理により、収量・品質の
向上を図り、生産者の所得向上と新潟県産米のブラ
ンド力向上を目指していきます。また、需要のある
作物として所得の最大化と安定化につながる、大豆
及び小麦の作付拡大を推進していきます。

【園芸の販売額１億円産地の概要】

【 法人若手従事者を対象とした水稲穂肥指導会 】

「新規就農者の確保・育成」
　新潟西部地域担い手対策協議会（新潟市西区、西
蒲区、JA新潟かがやき、巻農業普及指導セン
ター）では、新規就農者確保・育成のため、新規就
農・就業チャレンジフェア等への出展（県内・東
京）や就農相談への対応等就農啓発・相談活動等を
行っています。現在、３名の方が就農に向け研修中
です。
　今年度もこれらの取組を継続し、就農計画の達成
に向けた個別相談や交流研修会の開催等により、新
規就農者の経営発展を支援していきます。

【新規就農者研修会】

「収益性の高い畜産経営の育成」
　購入飼料をはじめとした原材料費が高騰するな
か、酪農経営を安定させるためには乳量・乳質の向
上に加えて、コスト低減に向けた自給粗飼料の確保
が必要です。しかし、購入粗飼料に頼ってきた巻地
域は自給粗飼料の生産基盤がなく、粗飼料の作付・
収穫体制の整備が急務となっています。
　そこで、粗飼料のひとつである稲ホールクロップ
サイレージ（稲ＷＣＳ）は、稲作からの転換が可能
であることから、本年度は、稲作経営体と酪農家が
強く連携した、稲ＷＣＳ主体の良質粗飼料生産供給
体制の構築を支援していきます。

【 コンバインによる刈取と収穫成型した稲ＷＣＳ 】

　巻農業普及指導センターでは、当地域の農業が将来に希望の持てる魅力ある産業へと発展
し、担い手を中心とした持続的な農業構造が実現するために、①農業を担う人材の確保・育
成、②担い手が将来展望を持って経営できる農業の展開を推進・支援して参ります。
　特に、以下に示す２項目を重点課題に設定して取り組みます。

生産コスト低減に向けた法人間の多様な連携支援

【 令和５年２月開催　法人間連携研修会 】
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